
                          

2023 年３月 17 日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 イ ン タ ー ワ ー ク ス 

代表名  代表取締役社長  松本和之 

（コード: 6032 東証スタンダード市場） 

問合せ先  財務経理部部長  清水  寛 

（電話  0 3 - 6 8 2 3 - 5 4 0 4 ） 

 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は本日（2023 年３月 17 日）開催の取締役会において、無形固定資産（ソフトウエア）

に計上しておりました事業用ソフトウエア（新基盤：システムプラットフォーム）の一部を

除却処理し、2023 年３月期事業年度において 244 百万円を特別損失として計上することを

決議いたしましたので、お知らせいたします。 

あわせて、2023 年２月３日付の 2023 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせにて

公表した業績予想につきましても、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 
1． 特別損失の概要 

当社は、前事業年度までメディア＆ソリューション事業において中長期的な事業の効率

化やサービスのセキュリティー強化を目的とした新基盤（システムプラットフォーム）の開

発を行いましたが、喫緊の市場環境の変化やアドオンプログラム（アプリケーション）等の

効果を鑑み開発及び稼働計画の再検討を行い、2023年３月 17日開催の取締役会において見

直しを決議しております。 

上記決定に伴い、ソフトウエアとして計上しております前事業年度までに開発し、運用

を開始している新基盤（システムプラットフォーム）の効果ならびに資産性を精査してまい

りました。その結果、中長期的な事業の効率化やサービスのセキュリティー強化を支える新

基盤（システムプラットフォーム）の根幹の機能に問題は無いものの、同時開発していたア

ドオンプログラム（アプリケーション）等は喫緊の市場環境の変化により機能の効果が望め

ず、資産性が認められない部分として、既計上額のうち 244百万円を特別損失に計上するこ

とといたしました。 

なお、事業用ソフトウエア（新基盤：システムプラットフォーム）の一部を除却処理い

たしますが、引き続き、当事業年度において開発を継続している認知度向上の施策やサービ

ス向上の開発等を中心とした事業施策を適宜適切に検討し、中長期的な事業体質の強化を

図っていきたいと考えております。 

 
 
 
 
 
 



 

2． 業績予想の修正について 

2023年３月期通期業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,850 341 342 232 24.07 

今回修正予想(B) 2,850 341 342 18 1.86 

増減額(B-A) － － － △214  

増減率(%) － － － △92.2  

(ご参考)前期実績

(2022年３月期) 

 

2,525 

 

332 

 

371 

 

268 

 

27.70 

 

3． 修正の理由 

前述の特別損失を計上すること等により、当期純利益は 18百万円と既発表予想に比べて

214 百万円減少する見込みであります。 

 

※上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因等により大きく異なる可能性があります。 

 

4．補足事項 

配当予想の修正はいたしません。 

 年間配当金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2022年 3月期 － 0.00 － 15.00 15.00 

2023年 3月期 － 0.00 －   

2023年 3月期（予想）    15.00 15.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

以 上 


